
まずは皆さんの自己紹介

①お名前、地域 ②ご職業
③自身の強み、アピールポイント



【オンラインセミナー受講の注意事項】

• このレジュメは後程プレゼントします！
• 周囲が騒がしい場合はミュート設定を。
• このセミナーは録画し、メンバーに

公開されます。（撮影はココからです。）





ココで質問です。

「あり方」
ってなに？



「あり方」＝マインド

考え方、姿勢、視点
受取り方、やる気



上手くいく人は

あり方が整っている

考え方、姿勢、視点
受取り方、やる気



ビジネス成功のための正しい順序

①己を知る
②他を知る
③やり方を知る
④継続していく

己を知る ＝

あり方を整える



【自分を整える】

劣等感と

向き合い、理解し
自己肯定感に繋げていく



ちなみに住福の劣等感は…

①父が家にいなくて寂しかった
②必要な時にお金が無くて
未来の選択肢が狭まった



【ワーク】

自分の

劣等感を探ろう
例）旦那が稼いでるけど自分は稼げておらず不自由を感じる。

家が貧しく、普通の家で出来るコトが出来なかった。
いつも父親がおらず、寂しかった。彼氏・彼女がいない。

・他人に嫉妬してしまうこと
・人一倍 自信が無いこと

・つい隠したくなること

現在・過去ともに
劣等感はあるかも！



シェアタイム

自分の劣等感
なぜそう思ったのか



住福の劣等感は…

①父が家にいなくて寂しかった
②必要な時にお金が無くて
未来の選択肢が狭まった



この経験を
ポジティブに「エネルギー源」に

変換していくことが大事！



ちなみに住福のエネルギー源は…

寂しい思いをする子供を減らし
選択しが沢山ある

未来・社会を作っていく



なんのために働くのか…
という一つの疑問



家族のために働くというのなら…

家族との時間や、思い出を大切にできる
働き方をしたい！そんな人を増やしたい！



仕事、仕事に追われず
時間もお金も少し余裕をもって
生きていけるライフスタイルを！



それが私が行う
コンサルティングの目指すところ

「時間とお金の両立」
- Time ＆ Money -



寂しい思いをする
子供が減り、愛に満たされた

肯定感の高い人が増えてほしい



劣等感を理解し
肯定感に繋げよう！

【ワーク】

劣等感から
どんな学びがある？
ポジティブな変換が出来る？



シェアタイム

自分の劣等感を
どう今の仕事に繋げる？



◆劣等感を理解し変換出来ると…

・ 行動のためのエネルギーになる

・ 「何のために！」という軸が明確になる

・ 軸が出来るので、些細なことでブレなくなる

・ 自分の想いを熱く語れる＝影響力のある人



皆さんの

は、なんでしょう？

コアドラを
掘り起こすこと＝
あり方の原点



◆ コアドライブは過去の経験にある

幼少期から今までの…

・トラウマや辛い経験

・素晴らしい成功体験
【ワーク】
それぞれをノートに
書き出してみて下さい。



◆ コアドライブは過去の経験にある

・今の仕事をやる理由

・特にお客さんにどうなってもらいたい

・最終的にどんな社会を創りたい？

【ワーク】
それぞれをノートに
書き出してみて下さい。



シェアタイム

自分のコアドライブ、
使命は何？



ビジネス成功のための正しい順序

①己を知る
②他を知る
③やり方を知る
④継続していく

理想的な人から学ぶ
お客さん、社会を知る



「理想的な人」から学ぶ

「自分を整える」に繋がる



「理想的な人」から学ぶ

・メンターを見つけ、
あり方を学ぶ（真似る）

・交流会や講座などで
上手くいっている人をお手本にする

「自分を整える」
に繋がる



【あり方】について

理想を考えよう！



「あり方」＝マインド

考え方、姿勢、視点
受取り方、やる気



自分の理想を知る
＝己を知る

【ワーク】

皆さんの理想とする
考え方、姿勢、視点、
受取り方、やる気はどんなの？



・考え方 → 真善美がベース
・姿勢 → 勢いがあり明るい姿勢
・視点 → ポジティブで楽しむ視点
・受取り方 → 肯定的でフラット
・やる気 → 基本高い。（落ちても自分で整える）

◎抽象的でもOKです！



シェアタイム

自分の「あり方」の
理想ってどんなの？



「あり方」＝マインド

考え方、姿勢、視点
受取り方、やる気

常に意識すること、感化されることが大事

いつも付き合う
周囲5人が

人生に強く影響！



【改めて質問です 】

皆さんはなぜ今の仕事を行い
その仕事で何を成したい？

ズバリあなたのコアドライブは？

極めて自分事でもOKです！

シェアタイム



質疑応答タイム



以上
おつかれさまでした。






